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人
間
は
、
自
分
が
し
た
こ
と
の
責

任
か
ら
絶
対
に
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
責
任
を
軽
く
み
な
す

わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
仕
事
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
と
か
、
世
間
の
期
待

に
添
う
よ
り
他
に
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
は
、
人
格
や
個
性
を
失
っ
た
人

間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

自
分
が
好
き
な
こ
と
、
自
分
に

と
っ
て
関
心
の
あ
る
こ
と
が
何
で

あ
る
か
を
、
ま
ず
確
認
し
自
覚
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
上
で
、

実
際
に
行
動
を
起
こ
す
と
き
に

は
、
サ
ル
ト
ル
の
言
う
意
味
で
の

自
己
責
任
を
常
に
意
識
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
う
次
第
で
す
。 

新たな門出を祝福した卒業式、修了式＝金沢市観光会館 

の
皆
さ
ん
に
褒
賞
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 
 

宮
本
学
長
は
式
辞
で
、「
人
生

に
お
い
て
自
己
責
任
を
意
識
せ

よ
」
と
述
べ
、
飛
田
秀
一
学
校

法
人
金
沢
学
院
大
学
理
事
長
は

告
辞
で
「
広
い
視
野
と
人
脈
を

持
て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

下
置
宏
子
同
窓
会
長
の
祝
辞

に
続
き
、
卒
業
生
代
表
の
宮
川

真
理
さ
ん
（
美
術
文
化
学
部
情

報
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
が
「
大
学

で
培
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
築
い

た
絆
を
糧
と
し
て
、
新
し
い
未

来
社
会
の
構
築
に
励
ん
で
い
き

た
い
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

で
開
い
た
謝
恩
会
に
は
教
職

員
、
学
生
ら
約
二
百
人
が
出
席

し
、
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。 

金
沢
学
院
大
卒
業
式
・
大
学
院
修
了
式 

 

学長式辞（抜粋） 

広
い
視
野
と
人
脈
を 

 

は
な
む
け
に
「
広
い
視
野
」
と
「
広

い
人
脈
」
を
持
と
う
と
い
う
言
葉
を

贈
り
た
い
。
こ
れ
ら
が
豊
か
な
人
生

を
約
束
し
て
く
れ
る
と
考
え
る
か
ら

で
す
。
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
は
本

や
新
聞
を
た
く
さ
ん
読
む
こ
と
で

す
。
人
脈
を
広
く
し
て
い
く
に
は
、

積
極
的
に
職
場
の
上
司
、
同
僚
、
地 

域
の
人
々
と
接
触
す
る
努
力
が
必

要
で
す
。
人
に
話
せ
る
事
柄
を
増

や
す
た
め
に
、
知
識
や
教
養
を
深

め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
勧
め
た
い
の
が
歴
史
の
勉

強
で
す
。
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
歴

史
と
そ
の
歴
史
か
ら
生
ま
れ
た
文

化
を
学
ん
で
、
人
に
語
れ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。 

理事長告辞（要約） 

 

金
沢
学
院
大
学
の
第
十
四
回
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
と

第
四
回
大
学
院
学
位
記
授
与
式
は
三
月
十
六
日
、
金
沢
市
観
光

会
館
で
行
わ
れ
、
大
学
四
百
十
人
、
大
学
院
は
十
一
人
が
そ
れ

ぞ
れ
卒
業
、
修
了
し
ま
し
た
。
大
学
の
美
術
文
化
学
部
が
初
め

て
の
卒
業
生
八
十
四
人
を
送
り
出
し
ま
し
た
。 

美
術
文
化
学
部
か 

ら
初
の
卒
業
生 

 

宮
本
匡
章
学
長
が
文
学
部
日

本
文
学
科
の
猪
俣
直
登
、
同
国

際
文
化
学
科
・
英
米
文
学
科
の

近
藤
吏
絵
子
、
経
営
情
報
学
部

経
営
情
報
学
科
の
清
水
貞
治
、

同
産
業
情
報
学
科
の
本
多
絵

美
、
美
術
文
化
学
部
美
術
工
芸

学
科
の
白
矢
幸
司
、
同
情
報
デ

ザ
イ
ン
学
科
の
鳥
越
奈
津
美
、

同
文
化
財
学
科
の
佐
藤
円
の
代

表
七
人
の
皆
さ
ん
に
卒
業
証
書

と
学
位
記
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

 

大
学
院
で
は
、
修
了
生
を
代 

表
し
て
高
橋
康
子
さ
ん
に
学
位

記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

学
業
成
績
の
優
秀
者
に
対
す

る
学
長
褒
賞
に
は
二
十
一
人
が 

選
ば
れ
、
各
学
部
代
表
の
畝
村

友
子
、
今
井
梨
恵
、
浅
井
郁
美 

卒
業
制
作
を
鑑
賞
す
る
卒
業

生
＝
金
沢
市
観
光
会
館 

謝
恩
会
で
挨
拶
す
る
宮
本
学
長

＝
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化

学
部
の
第
一
期
生
に
よ
る
第

一
回
卒
業
制
作
展
は
三
月
十

六
日
か
ら
五
日
間
、
卒
業
式

会
場
の
金
沢
市
観
光
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
美
術
工
芸

学
科
と
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
卒
業
生
六
十
人
の
作
品
合

わ
せ
て
八
十
点
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
、
構
想
と
制
作

に
お
よ
そ
一
年
間
か
け
た
日

本
画
、
油
絵
、
陶
芸
、
漆
芸
、

さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
映
像
、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
が
並
び
ま
し

た
。
入
学
以
来
、
四
年
間
を

か
け
て
磨
い
た
感
性
と
技
能

の
集
大
成
が
来
場
者
の
注
目

を
集
め
ま
し
た
。 
 

答
辞
を
読
む
宮
川
さ
ん 

 

４２１
人
の
門
出
を
祝
福 

初の卒業制作展
美術文 

化学部 


